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臨地実習における看護学生の気分変化と自律神経反応との関連
札 幌 市 立 大 学 看 護 学 部 樋之津 淳 子 筑 波 大 学 大 学 院人間総合科学研究科看護科学系 林 啓 子
筑 波 大 学 大 学 院
人間総合科学研究科看護科学系 村 井 文 江 横浜市立大学医学部看護学科 高 島 尚 美
抄録：本研究は，看護学生の気分の自覚の変化と自律神経反応が臨地実習によってどのように変化してい
るか，ならびにこれらの関連を明らかにすることで，学生自身のストレスに対するセルフレギュレーショ
ン能力を高める支援プログラムの開発を目的として行った．平均年齢21.0±0.75歳の女性被験者（n＝19）
は実習前と実習中，実習後の３回，POMS短縮版に気分の状態を自己記入した後，CWTを用いて心電図
により自律神経反応を測定した．その結果，実習中に緊張，不安，抑うつ，疲労，困惑を自覚しても，活
気得点が実習前，中，後と高い学生は，自律神経反応が実習終了後には実習前の状態に回復していた．一
方，自律神経反応が不安定な学生はネガティブな気分の自覚が実習後になっても引き続いており，実習前
に回復せず，活気得点も低い傾向がみられた．これらのことから，臨地実習前と終了後にPOMS等の簡便
な心理テストや自律神経反応を測定し，心理状態やストレス認知状況を確認し，セルフレギュレーション
能力を高める教育的介入が必要と思われた．
キーワード：臨地実習，Profile of Mood States（POMS），自律神経反応，Color Word Conflict Test
（CWT），セルフレギュレーション
Ⅰ．緒言
看護学教育における臨地実習は，専門科目2,046時間
の半数以上の1,035時間を占めており，実習が果たす教
育的役割は大きな意味をもっている．学生にとっても臨
地実習は，学内で学ぶことができない貴重な経験と学修
を積む一方で，実習に対する緊張感が強く，コミュニケー
ション能力や困難に対処する社会的スキルが不十分なま
ま，実習生として患者や家族，病院スタッフ，教員等と
マンツーマンの対応を余儀なくされることがある．その
結果，臨地実習中に身体症状を訴え，心身のバランスを
崩してしまう学生も少なくない．先行研究では，臨地実
習における看護学生の心理状態についてストレスコーピ
ング理論を用いた分析??や心理検査??や調査票による研
究??，実習をストレッサーとしてとらえ，NK細胞活性変
化との関連??，対処法の調査??など多数みられるが，自律
神経反応と学生の心理状態の関連性をみた研究はほとん
ど見あたらない．三木ら??は，POMSを用いて看護学生
の実習前，中，後の気分変化を報告し，各時期での指導
内容を検討する必要性を述べている．
そこで本研究は，看護学生の気分の自覚の変化と自律
神経反応が，臨地実習によってどのように変化している
か，ならびにこれらの関連を明らかにすることで，学生
自身のストレスに対するセルフレギュレーション能力??
を高める支援プログラムの開発を目的として行った．
Ⅱ．研究方法
１．被験者
研究の趣旨を説明し，同意が得られたＡ大学の女子学
生20名．
２．実験条件
実験は2004年，Ａ大学の看護学実習室において実施し
た．臨地実習前（実習開始３～６日前），実習中（実習開
始後39～52日），実習後（実習終了後７～14日以降）の
計３回行った．被験者には前日，普段通りに生活しても
らい，激しい運動や飲酒をしないこと，また，実験当日
は実施時間の２時間前までに食事をすませておくよう指
示した．
３．実験手順
室温22～24℃，湿度50～60％の看護学実習室において
被験者は，まず，その日の心理状態をProfile of Mood
 
States短縮版（以下，POMS）の調査票に記入した後，
自律神経反応を検査するために心電図電極を胸部に装着
し，ベッド上仰臥位で閉眼とした．その後，最低５分間
安静時のデータを測定した．その際に，呼吸数の影響を
受けないよう，被験者が安楽に一定の呼吸数を保つこと
を助けるために規則正しい，リズムを刻むメロディのみ
の器楽曲を流し続けた．次に，メンタルストレスによる
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自律神経反応を測定するため，自律神経機能と密接な関
わりを持ち，暗算よりも影響が高い??とされている
Color Word Conflict Testによる負荷??（以下，CWT；
５秒ごとに変化するディスプレイ上に示された色の名前
を被験者に答えてもらうテストで，画面上には呈示され
た色とは異なる色の名前も同時に表示される）を１分間
与え，その後最低５分間，心電図波形を記録した．これ
らは，MemCalc（ジー・エム・エス，東京）法により心
拍変動パワースペクトル解析を用い，0.04～0.15Hzの
低周波成分（以下，LF）と0.15～0.40Hzの高周波成分
（以下，HF）を抽出し，HFを副交感神経反応，LF/HF
を交感神経反応の指標とした．これらの実験手順は３回
ともすべて同様に行った．
４．データの収集と分析方法
POMSは，McNairによって開発されたものであり，
横山らにより翻訳され，その信頼性と妥当性が報告され
ている???．その質問内容は「緊張・不安（以下TA）」，「抑
うつ（以下Ｄ）」，「怒り・敵意（以下AH）」，「活気（以下
Ｖ）」，「疲労（以下Ｆ）」，「困惑（以下Ｃ）」の６つの下位
尺度から構成されている．質問は30項目，０～４点の
リッカート値で，各尺度の得点を合計し，素得点とする．
次に，これら６つの尺度の素得点を標準化得点（Ｔ値＝
50＋10×（素得点－平均点）/標準偏差）として算出した．
POMS短縮版の使用にあたっては開発者の許可を得て
使用した．なお，統計解析はSPSS Ver.12を用いた．
５．倫理的配慮
データはすべて記号により個人が特定されないよう統
計的に処理し，研究以外には用いないこと，個人情報は
研究終了後に適切に処理すること，実験途中であっても，
いつでも辞退できること，参加，不参加による学業成績へ
の影響は一切ないことなどについて説明した．本研究は，
2004年筑波大学医の倫理委員会の承認を得て行われた．
Ⅲ．結果
分析は途中で１名が棄権したため，19名で行ない，平
均年齢は21.0±0.75歳だった．被験者の標準化得点（Ｔ
値）の平均得点は実習前後で20代女性（20～29歳）の年
齢相応とされる心理状態を示した（図１）．しかし，実習
中は表１に示したようにTA，FおよびＣの平均Ｔ値は，
実習前に比べて高くなり，この３項目にのみ，実習前，
中，後における値の変化に有意差が認められた（Fried-
man検定，３項目いずれもp＜0.01）．６つの尺度で唯
一，ポジティブな反応であるＶは，実習前46.4±9.5，中
46.9±7.9，後47.4±8.3であった．次に，実習前中後の
POMSの６項目の素点とCWT負荷による自律神経反
応を比較した．図２のケースは実習中，TA，D，F，Cな
どが高くなるが，実習後には実習前の値に戻っている．
Ｖは，３時点のいずれも高い状態で推移した．このよう
なパターンは19例中，５例であった．さらに，交感神経
機能をあらわすLF/HFは，実習前後に比べて実習中は
CWT負荷前からやや高く，負荷に対して実習前と後に
比べ，やや弱い反応ではあったが，負荷後にはベースラ
インに回復したのは５例中，２例であった．他の３例は
一定の傾向がみられなかった．一方，図３のケースのよ
うに実習前からTAが高く，Ｖが３時点ともに低いのは
19例中，９例であった．そのうち，LF/HFにおいて，３
例が図３と同様に，実習前後と実習中で全く異なる反応
を示し，特に，実習前のLF/HFはCWT負荷前より高
く，実習前後ともに負荷後に低下したが，実習中は逆の
反応を示した．
残りの６例は，Ｖ得点が経時的に低めで変動が少なく，
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図1：POMS項目別標準化得点（平均値）の変化（n＝19)
表1：実習前・中・後におけるPOMS各得点
（＊Friedman’s test p＜0.01)
緊張・不安＊ 抑うつ 怒り・敵意 活気 疲労＊ 困惑＊
実習前 51.0± 9.646.7± 6.1 42.5±6.3 46.9±7.9 44.5± 6.751.3± 7.2
実習中 66.9± 8.153.8± 9.7 44.6±7.8 46.4±9.5 61.0± 7.564.0±11.7
実習後 54.2±12.051.7±11.2 44.0±5.3 47.4±8.3 50.3±10.155.5±12.8
図2：POMSと自律神経反応との比較（その１)
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負荷前後の自律神経反応に一定した傾向がみられなかっ
た．
また，図２や図３のようなPOMSやLF/HFパター
ンのいずれにも該当しなかった５例は，個人差が大きく，
一定の傾向が見いだせなかった．
Ⅳ．考察
三木ら???は，緊張・不安，抑うつ，疲労および困惑が
実習中に有意に高くなり，実習中の患者との関係性をつ
らく感じ，自分の行動に自身を持てない場合，特に抑う
つが高いと報告している．本研究におけるPOMSの結
果は，三木らの研究報告と同様であり，看護学臨地実習
は学生にとって，ストレスフルな状況であると自覚して
いることが確認された．従って，POMS短縮版は看護学
生の実習前後の心理状態を測定できる有用なツールであ
ることが示唆された．佐藤は，初めての実習で学生にとっ
てイメージがつかみ難い傾向があるときは，よりいっそ
う実習前の不安や緊張が高いと述べている???．本研究の
被験者は，初めての臨地実習ではなかったこともあり，
実習中に抑うつ得点は，有意に高くはなかったが，抑う
つ傾向は認められた．
多くの学生は実習後，個人差はあっても，徐々に心身
ともに実習前の状態に回復していくと推測されるが，図
３の学生のように，実習中に緊張，抑うつ，疲労などの
ネガティブ感情が強くなり，実習後の短期間では回復し
ない，またはさらに強くなったケースの自律神経反応は
個々で異なっており，一定の傾向を見出せなかった．ま
た，活気のようなポジティブ感情は大脳辺縁系を賦活す
ることが知られており，図２のような典型的な氷山型を
示し，交感神経，副交感神経反応ともにバランスがよかっ
た２例は実習中，ストレス状態になっても実習後にはす
みやかに回復することが示された．しかし，活気得点が
経時的に低めで変動が少なかった14例は，活力や元気が
ない状態と自覚しており，こうした心理状態が自律神経
反応の不安定さに相互作用をもたらしていると推測され
た．
本研究で用いたPOMS短縮版は，30の質問項目で，簡
便に集計でき，心理状態を測定できる．この尺度によっ
て，実習前，中，後の気分変化を容易にとらえることが
でき，学生への個別指導のみならず，学生自身のセルフ
ケアにも有用と思われた．実習中に緊張や不安状態にあ
る学生に対するストレス緩和法として井村ら???は，音楽
療法，アロマテラピー，マッサージ，温熱療法の代替療
法機能を兼ね備えたリラクセーション機器を用いた結
果，状態不安の著しい軽減が認められたと報告している．
しかし，実習前から過緊張状態に陥りやすい学生が増加
している昨今，実習前から教育的に介入した報告は見あ
たらない．学生自身が実習導入前に自己の学修レディネ
スを確認すると同様，心理面や自律神経反応の検査に
よって客観的に自己の状態をとらえることが重要と思わ
れる．さらに，実習後にはすみやかに実習前の状態に回
復できるよう，教員は学生の実習ストレス認知や自己コ
ントロール能力をアセスメントし，正しくストレスを認
知し，セルフレギュレーション能力を高められるよう教
育的介入の重要性が示唆された．
女性の性周期と自律神経反応の関連についてのエビデ
ンスは，まだ，明らかにされていないが，本研究の実験
条件として個々の性周期，サーカディアンリズムを考慮
した実験時間帯の統一が困難であったことが，本研究の
限界と思われた．今後，自律神経反応を検査する場合は，
基礎体温測定データを用いて個々の性周期や実験時間帯
などの実験条件を統一することが課題と思われる．
Ⅴ．結論
本研究は，臨地実習における看護学生の気分変化と
CWTを用いた自律神経反応との関連を明らかにし，学
生自身のストレスレギュレーション能力を高めるための
支援プログラム開発を目的として行った．その結果，
１．実習中は実習前に比べて緊張，不安，疲労，困惑の
得点が有意に高くなり，交感神経反応が不安定とな
ることから，実習中はストレスフルな状況であるこ
とが明らかになった．
２．実習中にネガティブな気分を自覚しても，活気得点
が高い学生は，実習後に自律神経反応が実習前の状
態に回復していた．一方，実習後もネガティブな気
分の自覚が引き続き，活気得点が低い学生は，実習
後の自律神経反応が不安定であった．
以上から，臨地実習前より，POMSやCWTにより自
臨地実習における看護学生の気分変化と自律神経反応との関連
図3：POMSと自律神経反応との比較（その２)
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律神経反応などの客観的指標を用いた心理状態やストレ
ス認知状況を確認し，学生のセルフレギュレーション能
力を高める教育的介入の必要性が示唆された．
Ⅵ．謝辞
臨地実習前，実習中，実習後の３回にわたり，快く実
験にご協力頂いた看護学生に心より感謝します．
引用文献
１)佐藤公子：基礎看護実習における学生のストレスコーピ
ングとコーピング行動の検討．臨牀看護32(6)：
939-946，へるす出版，2006．
２)佐藤晴子・古賀靖之・水田茂久：看護学生の臨地実習に対
する自己効力感尺度の作成と活用に関する一考察．西九
州大学・佐賀短期大学紀要34：83-92，2004．
３)本江朝美・川口毅・谷山牧・他：女子看護学生のSense of
 
Coherenceとその関連要因の検討．昭和医学会雑誌
65(4)：365-373，2005．
４)井瀧千恵子・門間正子・許栄海：看護学生の臨地実習後の
感情とNK細胞活性に関する検討．札幌医科大学保健医
療学部紀要5：51-55，2002．
５)加島亜由美・樋口マキエ：臨地実習における看護学生の
ストレッサーとその対処法．九州看護福祉大学紀要７
(1)：5-13，2005．
６)三木明子・前島宏之：看護学生における実習中に気分の
変化―POMS（Profile of Mood States）短縮版による
検討．第35回日本看護学会論文集（看護総合）：169-171，
2004．
７)菱谷晋介編著：イメージの世界 イメージ研究の最前
線．第７章 セルフ・レギュレーションとイメージ．東
京：ナカニシヤ出版，139-157，2005．
８)Callister R.,Suwarno N.O.,Seals D.S:Sympathetic
 
activity is influenced by task difficulty and stress
 
perception during mental challenge in humans, Jour-
nal of Physiol.454:373-387,1992.
９)Paul Hjemdahl, Ulla Freyschuss, Anders Juhlin-
Dannfelt et.al:Differentiated sympathetic activation
 
during mental stress evoked by the Stroop test:Acta
 
Physiol Scand,Suppl.527:25-29,1984.
10)横山和仁編著：POMS短縮版 手引きと事例解説．東
京：金子書房，1-9，2005．
11)三木明子・前島宏之：看護学生における実習中に気分の
変化―POMS（Profile of Mood States）短縮版による
検討．第35回日本看護学会論文集（看護総合）：169-171，
2004．
12)佐藤公子：基礎看護実習における学生のストレスコーピ
ングとコーピング行動の検討．臨牀看護32(6)：
939-946，へるす出版，2006．
13)井村香積・大西和子・大川明子他：看護学生の性格に基づ
く状態不安に対する代替療法．三重看護学誌：59-65，
2005．
34 札幌市立大学研究論文集 第１巻第１号（2007)
